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近年、Negative・Positiveな感情に関連した神経機構が明らかにされつつある。絵

画鑑賞時の脳活動については特に、美しさと前頭前野眼衡部との関連について検討

されるようになってきている。しかしながら絵画に感動するということに焦点を当てた研

究はまだない。本研究では、絵画を観たときの感動が脳のどのような領域と関連する

かについて検討した。対象は右利きの健常女性 15名 (22.0±3.93歳 )と した。絵

画 自体 が持つ特性 (Positive・Negative)と どの程度感 動 したかにつ いて

(Excited・Bored)の 2尺 度を用い Positive・Excited、Negative・Excited、

Negative・Boredと モザイクの cOntrol、計 4群 にわけ、1.5Tの MR装 置 (Signa

Horizon LX)を 用い、絵画を見ている間の EPI画 像を撮像 した。撮像後、各群

について主観評価を行い点数化 し、反復測定による一元配置の分散分析 と多重

比較 (BonferrOni法)を 行った。機能画像の角牢析は、SPM2を 用い、whole brain

analysis、丘xed effect analysis、sllllall volume correction(SVC)による集団解析

を行つた。その結果、Positive・Negativeそれぞれに関連した領域の賦活が認めら

れ、これは従来の研究報告と合致した。また、Positive・Negat市eに 共通す る

Excited領域 として左前頭前野眼筒部の賦活が認められ、前頭前野眼衡部が感動

に関連 して賦活 していると推祭された。


